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３ʷ５．川東北部地域の主な事業・取り組み（豊川地区、上府中地区、下曽我地区、曽我地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主なみどりの資源等 

種類 箇所 面積 備考 

都市公園 21 122,946.0 ㎡ 上府中公園、街区公園 

公共施設緑地 15 67,482.4 ㎡ みどりの広場（延清、西大友）、市営住宅内公園（桑原、春木、籠場、花里）、小学校

校庭（豊川、千代、下曽我、曽我）、中学校校庭（千代）、農村公園（中河原ふれあい

広場、上曽我農村公園）、市民農園（別堀地区）、屋外スポーツ施設（高田運動場） 

地域制緑地 保安林、地域森林計画対象民有林、農用地区域、生産緑地地区、保存樹林、天然記念物（勝福寺・八幡神社の

樹叢）、河川区域（酒匂川、森戸川） 

主なみどりの資源 

下菊川、関口川、剣沢川、酒匂堰、メダカの生息地、六本松跡（ジオサイト）、曽我の梅林、勝福寺(大イチョウ)、瑞雲寺(モッコク)、三

島神社(ケヤキ)、須賀神社(クスノキ)、浄蓮寺、東大友八幡神社、宗我神社、等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和２年８月６日 現在） 

桑原地区の酒匂川沿いの水田 曽我別所の梅林

■みどりの概況 

・川東北部地域の東側は大磯丘陵、その西側の平野は優良な農

地と一部市街地となっており、酒匂川、下菊川、関口川、剣沢

川、森戸川、酒匂堰などの河川や水路が地域を縦断していま

す。 

・豊富な水資源を活かした水田と丘陵の梅林やみかん栽培な

ど、農業を中心とした田園景観を有する地域と工業団地や工

場を抱える地域とで形成され、市街化調整区域が８割を占め

ています。 

・現況調査による緑被率は５８．９％で、このうち農地が約６

割、樹林地が約３割となっており、水田や、大磯丘陵に存在

するまとまりある森林と麓の梅林が緑被率に大きく影響し

ています。また、市街化区域内には生産緑地地区が点在して

おり、居住地域におけるみどりの空間づくりに寄与していま

す。 

・みどりに関する施設として、大規模な都市公園である、上府

中公園が存在していますが、身近な街区公園の配置が不均等

で、地域の一部は都市公園の充足率が低い状況となっていま

す。 

■みどりの課題 

・市民アンケートでは、「子どもの遊び場が欲しい」、「地球温

暖化の防止や生活環境を改善するみどりが重要」、「みどりは

豊かだがあまりきれいではない」などの回答が多かったこと

から、みどりの「質」の向上に向けた緑化の取り組みや、身

近な都市公園の活性化エリアにおける都市公園の整備、市民

や企業との協働による環境に配慮したみどりの保全、優良な

農地や特産品を活かした観光イベントや農業体験などの都

市住民との交流による農業振興などが必要とされます。 

■大規模な都市公園の再整備 

上府中公園は、利用者ニーズに対応し、機能をより

発揮させるよう、再整備を行います。 

■街路樹の再整備 

景観の向上や鳥害の改善に向け、(仮称)街路

樹の整備・維持管理ガイドラインに基づいて、巡

礼街道（市道 0051 の一部）の街路樹の再整備

を計画的に実施します。 

 

■身近な都市公園の活性化エリアにおける公園の

確保 

都市公園やその代替えとなる公共的な空間が

少ないことから、みどりの空間の需要に対応す

べく、生産緑地地区等の活用を視野に入れた

都市公園の整備を推進します。 

■協働による酒匂川の環境維持 

市民団体や企業などと協働による清掃活動の

推進を通じ、良質な河川環境の維持と多様な

生物との共存や環境に対する普及・啓発に取り

組みます。 

■森林の保全・再生活動の普及 

森林の保全を支援する各種制度の利用や市民

や企業が参加する活動により、継続性のある森

林の保全・再生活動を実施していきます。 

■農地の保全と耕作放棄地の活用 

優良な農地については保全するとともに、耕作

放棄された農地を解消させる取り組みを支援し

ます。 

■メダカの保護 

市民団体と協働で、メダカの生息地の環境保全

活動を推進します。 


